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子ども支援部署のカラフル・星の村では、節分に鬼

退治ゲームをしました♪

最初は、鬼を怖がっている子が多かったのですが…

一人ずつボールを投げて、鬼退治をしました。この後、

鬼に付いたボールを取ってあげて、鬼と仲直りをしま

した♪

利用者の方から、チャイルド

シートを頂きました。

子ども支援部署で大切に

使わせて頂きます☆
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「強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修
」に
つ
い
て

ぱ
る
で
は
、
平
成
１
７
年
に
制
度
化
さ
れ
た
行
動
援

護
の
従
事
者
を
養
成
す
る
た
め
、
神
奈
川
県
の
委
託

を
受
け
て
、
行
動
援
護
従
業
者
養
成
研
修
（以
下
、
行

動
援
護
研
修
）を
毎
年
１
回
、
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

２
７
年
度
か
ら
は
、
神
奈
川
県
が
「強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修
（以
下
、
強
行
研
修
）」を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
ぱ
る
は
こ
の
研
修
の
後
半
２
日
間
（実
践
研

修
１
２
時
間
）を
委
託
事
業
所
と
し
て
、
受
け
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
研
修
は
、
実
は
同
じ
内
容
な
の
で
す

が
、
行
動
援
護
研
修
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
向
け
、
強
行
研

修
は
施
設
職
員
向
け
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。２

６
年
度
ま
で
の
行
動
援
護
研
修
は
２
０
時
間
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
た
が
、
２
７
年
度
か
ら
は
、
強
行
研
修

に
合
わ
せ
て
、
２
４
時
間
に
増
え
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
は
ヘ
ル
パ
ー
し
か
学
ぶ
機
会
の
な
か
っ

た
こ
の
研
修
を
、
施
設
の
職
員
も
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
は
、
我
々
が
長
年
望
ん
で
い
た
こ
と
で
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
と
居
宅

系
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
支
援
の
共
通
言
語

を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
資
格

要
件
の
面
で
、
互
い
の
人
事
交
流
が
し
や
す
く
な

る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
の
た
め
に
生
き
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
人
の
支

援
が
充
実
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

２
８
年
２
月
１
５
日
～
１
６
日
に
根
岸
の
総
合
薬

事
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
践
研
修
が
行
わ
れ
、
約
１

３
０
名
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
ま
し
た
。

藤
沢
育
成
会
か
ら
は
、
湘
南
だ
い
ち
の
佐
藤
課

長
、
湘
南
セ
シ
リ
ア
の
儀
保
課
長
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
、
み
ら
い
社
の
林
、
よ
し
介
工
芸
館
の

宇
野
、
湘
南
ゆ
う
き
村
の
渡
辺
、
湘
南
セ
シ
リ
ア

の
五
十
嵐
、
ぱ
る
の
籾
山
・
妹
尾
が
事
務
局
で
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講
生
と
し
て
、
ぱ
る
の
大

澤
主
任
、
湘
南
セ
シ
リ
ア
の
高
橋
主
任
・
宗
像
主

任
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
的
に
研
修
を
実
施
し
育
成
会
ス

タ
ッ
フ
の
支
援
技
術
向
上
と
、
県
全
体
の
支
援
の

充
実
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
妹

尾
）

特集

【講義】
○ 強度行動障害とは（地域で強度行動障害者

に支援する体制を構築する重要性）
○ 様々な強度行動障害者支援の取り組み（実

践報告・家族の提言・医療との連携）

○ ＰＤＣＡサイクルの重要性（構造化、
記録と再計画）

基礎研修 （１２時間）

【演習】
○ 気付き：障害特性の理解の重要性（コミュ

ニケーション理解と様々な手がかり）
○ 探索：行動の背景を考える（氷山モデル）

障害特性を理解した支援が大切であること、個人
プレイに走らずチームで取り決めた支援方法を丁
寧に実施する大切さを学ぶ

【講義】
○ チーム支援の基本（チームで同じ方向に

向かって支援することの重要性）
○ 様々な強度行動障害者支援の取り組み

（実践報告・家族の提言・医療との連
携）

実践研修 （１２時間）

【演習】
○ プラン①：障害特性に配慮した支援計画

の立案（４つのプロセス）
○ プラン②：障害特性に配慮した支援計画

の立案（４つのプロセス）
○ 記録：効果的な情報収集の方法・チーム

で支援するための報告

障害特性に配慮した具体的な支援計画を立案し、
チームで協力して支援を続けるために努力する
ことの大切さを学ぶ
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放課後等デイサービス事業は、平成24年（2012年）より児童福祉法に位置付けられたまだまだ新しい

支援の仕組みです。この数年の間で、子どもや保護者の様々なニーズにこたえるように、多種多様の形

態の事業所が開所しています。そのようななかで支援の一定の質が保たれるための枠組みが必要では

ないかという声がでてきました。

平成26年（2014年）に“障害児支援のあり方に関する検討会報告書”の中で、ガイドラインの策定が必

要との見解が示され、翌年の平成27年（2015年）にガイドラインが策定されました。（厚生労働省のホー

ムページ「障害児通所支援に関するガイドライン作成検討会」参照）また、同年12月に社会保障審議会

の中で、ガイドラインの活用の徹底が示されました。

ガイドラインでは「保護者向け」「事業所向け」の2本立てで評価表を作り、それぞれの評価結果を踏まえ、

今後の事業運営の改善を図ることとし、また結果を公表するよう求められております。

このガイドラインに沿う形で、今回、『保護者向け評価表』を実施しました。内容は大きく5領域（①環境・

体制整備②適切な支援の提供③保護者への説明等④非常時の対応⑤満足度）があり、全18項目から

なっています。

現在（寄稿時1月下旬）、保護者の方々からの『保護者向け評価表』のご提出を受けているところです。

まだ途中経過ではありますが「取り組んでいないこと」「取り組んでいたが広報をしていなかったこと」「求

められるぱるの放課後等デイサービスへの想い」など、たくさんのご意見をいただいております。

何らかの形で利用児童の保護者のみなさんには結果をお伝えしたいと考えております。

（小野田）

特集放課後等デイサービス
ガイドラインについて

ぱるの放課後等デイサービスでは年明けより利用児童の保護者向け

に、『保護者向け評価表』を配布して記入のご協力お願いしております。

今回初めてこのようなことを行った背景をご紹介いたします。
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□にんにくチャーハン
□野菜スープ
□餃子・ブロッコリーとザーサイ

＊ポイント＊

かわせみハイムの利用者さんは、6名全員が

50代以上なので、味付けや食事内容は、あっ

さりしたものを提供しています。

夕食メニュー

にんにくチャーハン

材料 ( 6人分 )

たまご 4個

にんにく 4つぶ

塩コショウ 目分量で3ふり

しょうゆ 大さじ3杯

だしの素和風（顆粒 大さじ

2/3）

○作り方

1.フライパンを弱火で温め、にんにくを入れます。

2.にんにくに焦げ目がついたら、ときたまごを流

し込みます。

3.かき混ぜながら、たまごが固くならないところ

で火をとめます。

4.ご飯を入れ、たまごと絡めながら味付けをして

できあがり。

コメント

あっ、、と気が付いたら１０年・・・なんの経験もなく、

まして手作りの料理とは縁遠く（免許はもっていても

自営業で忙しく余りつくらなかった）無我夢中でした。

しかし、今の時代あえてシンプルに作る、にんにく

チャーハン・・・。

利用者さん、仲間の皆さんに助けられてここまでやっ

てこれた事に感謝しています。（工藤）

☆グループホーム部署☆

○グループホーム部署の大澤です。今回、『藤沢市住まいと暮らし連絡会』についてご紹介します。

この連絡会は、藤沢市内のグループホームと入所施設で構成する任意団体です。

登録事業者は藤沢市内の法人（県央福祉会、ひばり、創、藤沢育成会、光友会、藤沢ひまわり、ふれ

あいの郷、ぐるーぷ藤、清心会）で、事業所は３５（ホーム、入所施設）となっています。

○主な活動、役割として、総合支援協議会との連携、毎月の連絡会開催、研修の企画、グループ

ホーム見学希望者への対応、相談支援事業所や藤沢市障がい福祉課への協力となります。また、総合

支援協議会との連携では、連絡会で挙がる地域課題や将来想定される利用者のニーズについて、二か

月に一度開催する『障がい福祉サービス事業所代表者会議』を通し運営会（総合支援協議会の運営

会）へ報告できるようにしています。

○相談支援事業所、藤沢市障がい福祉課への協力では、昨年度はリーフレットの作成や特例子会

社で行ったグループホーム説明会実施協力を行っています。今年度は※居住サービス事業所ガイドブッ

ク（仮）の作成を行い、藤沢市内の相談支援事業所へ配布し、障がい福祉サービス受給者証をお持ち

の方からの、居住サービスについてのご相談に対応できるよう取り組んでいます。是非、ご活用下さい。

※居住サービス事業所ガイドブック（仮）は2016年4月から相談支援事業所へ配布予定
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サービスセンターぱる、ヘルパー部署では様々な研修を実施しています。

今年度登録ヘルパーとして活動している地域の方、これから活動しよう
と思っている方、ぱるスタッフ・ヘルパー向けに実施した研修を紹介します。

一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
研
修
（一
部
登
録
ヘ
ル
パ
ー
も
参
加
）

ぱ
る
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
研
修

○実施日：2016年2月15，16日

○目的：強度行動障害を有する者に対し、適切な支援計

画を作成することが可能な職員の育成

○対象者：基礎研修を修了した方のうち、障害福祉サー

ビス事業所等において、知的障害、精神障害のある児

者を支援対象にした業務に従事している（従事する予定

のある）方

○講義時間数：12時間

○修了者数：127名

○実施会場：神奈川県総合薬事保健センター（根岸）

※入所施設・ＧＨ・短期入所施設職員の養成研修として、

今年度から始まった神奈川県委託事業です。基礎研修

では特性とアセスメントについて学び、実践研修で、適切

な支援を実施するための計画作成に必要な知識・技術

を学びます。※詳しくは、本通信･特集②をご覧ください。

基礎研修・実践研修（うち、実践研修を担当）
○実施日：2016年1月12~14日

○目的：知的障害または精神障害により行動に著しい

困難を有し、常に介護を必要とする障害者等に対し、行

動する際に生じ得る危険を回避するために必要な支援、

外出時における移動中の支援の知識・技術の習得

○対象者：行動障害を持つ利用者の支援を行う方

○講義時間数：24時間

○修了者数：57名

※この研修では、講義の後、「障害特性シート」というア

イテムを活用しながら、“特性”（例：言葉の理解の難しさ、

感覚の特異性、時間・環境の整理の困難さ等）に合わせ

た支援を組み立てる演習を行います。

『経験で行う支援』から『根拠に基づいた計画的な支援』

へ。チームで取り組むことの大切さ、難しさも学ぶことが

出来ます。

○実施日：①2015年9月10,11,24日（及び実習1日）

○目的：障害児・者の社会参加を支援する担い手の確

保および全ての人にとって住みよい地域社会の形成が

大切であると広める事

○対象者：障害者福祉に興味のある全ての方

②2015年11月14,15,29日（及び実習1日）

○受講時間数：20時間（実習含む）

○受講者数：26名（①12名、②14名）

○サービスセンターぱる/湘南ゆうき村（実習のみ）

※移動支援を行うための資格取得研修です。制度の説

明や支援の方法を、今まで障害のある方と関わった経

験のない方にもわかるよう、事例や映像を混ぜながら、

伝えます。実習も行いました。

○実施日および内容：

2015年4月16日「車いすを押してみよう」

8月20日「ﾁｰﾑﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞを学ぶ」

12月17日「交通安全について」

2016年1月28日「行動の理由を考える」

○目的：支援スキルの向上、情報共有

○対象者：ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰぱる登録ﾍﾙﾊﾟｰ

※登録ヘルパーさんを対象に行う「会

議」と名のついた研修です。日々の支援

はマンツーマンで行いますが、継続的な

支援を行うためにチームワークは必要不

可欠。みんなで様々な取り組みをするこ

とで、知識・技術を得ながら、チームワー

クの向上を目指しています。

○実施日および内容：

2015年5月27日「意思決定支援」

7月15日「チームワーク(報連相)」

9月30日「介護・介助技術」

10月28日「発達障害とは？」

11月25日「ストレスマネジメント」

2016年2月24日「記録について」（予定）

○目的：支援スキル、知識の習得

○対象者：サービスセンターぱるに従事す

るスタッフ、ヘルパー全員

※障害者支援に関わるテーマについて、

常勤職員が企画運営を担当し、講義・演

習を行います。時には、外部から講師を招

くこともある、学びの多い研修です。

ヘルパー部署（ぱる、

法人として実施するも

の含む）が実施に携わ

る研修以外にも、地域

で実施している研修に

参加するなど、支援が

さらにより良い物になっ

ていくための取り組みを

行っています。

来年度も積極的に実

施・参加していきたいと

思います。
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

子
ど
も
支
援
部
署
の
小
野
田
で
す
。

特
集
に
て
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
先
日
、
厚
生

労
働
省
よ
り
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

つ
い
て
、
利
用
児
童
の
保
護
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
る
こ
と
を
促
す
文
書
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。そ

こ
で
、
星
の
村
・
カ
ラ
フ
ル
・
プ
リ
ズ
ム
・
は
ぐ

の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
し
て
い
る

保
護
者
を
対
象
に
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
集

計
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
き
ち
ん
と
お
伝
え
で

き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
ぱ
る
の
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
防
災

訓
練
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ぱ
る
で
は
、
年
２
回
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
（９
月
：地
震
を
想
定

２
月
：火
災
を
想

定
）
。
子
ど
も
た
ち
を
交
え
て
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年
で
は
職
員
の
み
で
い

ろ
い
ろ
な
想
定
を
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
。全

事
業
所
通
用
口
も
含
め
２
か
所
以
上
の
出
入

り
口
が
あ
る
の
で
、
地
震
の
規
模
や
火
災
の
位
置

な
ど
想
定
す
る
状
況
に
応
じ
て
、
ど
の
職
員
が
ど

の
よ
う
に
動
き
、
安
全
確
認
を
し
て
、
１
１
９
番
・

ぱ
る
本
体
・
ご
家
族
へ
の
連
絡
を
い
つ
す
る
の
か
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
子
ど
も
た
ち

が
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
広
域
避
難
場
所
等
へ

移
動
す
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。

毎
回
、
振
り
返
り
の
な
か
で
課
題
を
確
認
し
、

次
回
の
訓
練
に
そ
の
視
点
を
い
れ
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
実
際
に
移
動
を
す
る
こ

と
で
、
車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
児
童
が
い
る
場

合
の
ル
ー
ト
の
想
定
を
し
た
り
、
倒
壊
の
お
そ
れ

の
あ
る
建
物
を
確
認
し
た
り
、
色
々
な
こ
と
に
気

づ
き
、
こ
れ
ま
で
改
善
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
そ
の
新
し
い
視
点
の
防
災
訓

練
と
し
て
、
九
月
に
非
常
食
を
お
や
つ
の
時

間
に
食
す
こ
と
を
星
の
村
・
カ
ラ
フ
ル
で

は
実
施
を
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
、
保
護
者

へ
の
引
き
継
ぎ
が
困
難
の
場
合
、
支
援
物
資

が
届
く
ま
で
は
、
そ
の
非
常
食
を
食
す
可
能

性
が
あ
る
た
め
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
毎
回
一
つ
一
つ
で
す
が
、

色
々
な
想
定
を
し
な
が
ら
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

数
年
に
一
度
の
割
合
で
、
藤
沢
市
消
防
局

村
岡
出
張
所
の
方
々
等
の
ご
協
力
の
も
と
、

心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
消
防
局
の
助
言
に
よ
り
、
消
防
よ
り

距
離
が
あ
る
星
の
村
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

☆
わ
た
く
し
小
野
田
は
、
平
成
一
七
年
よ
り
、

複
数
回
受
講
し
て
お
り
ま
す
！

こ
ど
も
支
援
部
署
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今
回
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
世
話
人

「
樋
下
田
さ
ん
」か
ら
の
投
稿
で
す
。

予
定
も
な
い
晴
れ
た
休
日
。
散
歩
日
和
だ
。
「
よ
し
！
裏
山
へ
お
散
歩
に
行
こ

う
！
」
娘
の
凜
（12
才
）
を
誘
っ
て
出
発
だ
。

裏
山
の
入
口
に
着
く
と
、
さ
て
さ
て
、
ど
こ
か
ら
登
る
？
右
は
少
し
崩
れ
そ
う

な
山
道
。
左
は
高
さ
の
あ
る
長
い
階
段
。
真
ん
中
は
・
・
・
獣
道
。
2
人
で
ニ
ヤ
リ
と

笑
い
「
も
ち
ろ
ん
真
ん
中
だ
ね
！
」

見
上
げ
る
と
急
な
斜
面
。
フ
カ
フ
カ
の
枯
れ
葉
の
上
を
歩
き
、
木
の
ツ
ル
を
掴
み

な
が
ら
ド
ン
ド
ン
登
っ
て
く
。
斜
面
の
途
中
に
自
然
に
出
来
た
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
び
。

手
を
つ
い
た
地
面
に
小
さ
な
ど
ん
ぐ
り
か
ら
新
芽
が
出
て
く
る
の
を
発
見
し
喜
び
、

息
を
切
ら
し
な
が
ら
頂
上
ま
で
！

ひ
と
休
み
し
て
少
し
崩
れ
そ
う
な
山
道
を
下
り
な
が
ら
日
々
の
悩
み
相
談(

笑)

す
る
と
・
・
・木
登
り
し
や
す
そ
う
な
木
を
発
見
。
「落
ち
た
ら
大
ケ
ガ
だ
ね
。
」と

言
い
な
が
ら
凜
に
勧
め
る
。
も
ち
ろ
ん
断
り
ま
せ
ん
！
必
死
に
な
っ
て
登
り
ま
す
。

高
い
所
ま
で
登
っ
た
ら
バ
ン
ザ
ー
イ
！
ひ
ょ
い
と
飛
び
降
り
て
満
面
の
笑
顔
。

「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
よ
り
楽
し
い
ね
！
」

次
の
散
歩
は
雑
木
林
だ
。
そ
の
先
に
は
池
が
あ
る
・
・
・
と
知
ら
な
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
言
っ
て
い
た
。
次
の
晴
れ
た
休
日
が
楽
し
み
だ
な
。
（
私
は
と
て
も
愛
情
表
現

が
苦
手
な
の
で
体
を
動
か
し
て
親
子
関
係
深
め
て
ま
す
！
！
）

ひ

げ

た

「今
日
は
ど
こ
行
く
？
」

12月21日付でヘルパー部署

に配属となりました、コーディ

ネーターの起橋 彩香(おきはし

あやか）です。

藤沢市に越してきたばかりで、

街の散策を楽しんでいます。

既に、サービスでお会いした

方もいるかもしれませんが、た

くさんの方とお会いしていきた

いと思います。

どうぞよろしく

お願い致します。

黒崎ホームで支援員をしてい

ました、大学4年生の森利彦

(もり としひこ)さんが、1月いっぱい

で、ぱるを卒業しました。

4月からは社会人です。

お疲れ様でした！

新しく加わったスタッフ

に会いましたら、ぜひお

声掛け下さい♪

どうぞよろしくお願い

致しいます。

初めまして。11月から勤務

させて頂いている宮澤 直子(み

やざわ なおこ)です。

今までは、入所施設での勤務

をしていたので、児童支援は初

めてなのですが、元気いっぱい

の子どもたちにパワーをもらい

ながら、楽しく過ごしてもらえ

るように頑張ります。

どうぞ宜しく願い

致します。



Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
Ｖ
Ｈ
Ｓ
（ビ
デ
オ
）よ
り

主
流
に
な
っ
た
の
が
２
０
０
４
年
だ

そ
う
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
早
十
年
。

世
間
で
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
見
る
機
会

が
激
減
す
る
中
、
ヘ
ル
パ
ー
部
署
で
は
今
日

も
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
が
活
躍
中
で
す
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
在
庫
も
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で

も
品
薄
で
、
中
々
手
に
入
ら
な
い
状
態
で
す
。

も
し
、
ご
家
庭
に
使
わ
な
く
な
っ
た
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
譲
り
下
さ
い
。

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（ヘ
ル
パ
ー
部
署
）

※

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
も
、
絶
賛
募
集
中
で
す
。
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【バスをご利用の場合】

＜行きかた１＞

藤沢駅北口より１１番乗り場 『大船駅行き』または『四季の杜

行き』

『小塚』停留所から徒歩２分になります。

＜行きかた２＞

藤沢駅南口小田急百貨店前８番乗り場 『渡内中央行き』もし

くは 『湘南鎌倉総合病院行き』（教養センター行きは×）に

乗り、『村岡東１丁目』停留所から徒歩３分になります。

【徒歩で来所される場合】

藤沢駅北口より徒歩１８分

朝
日
新
聞
の
朝
刊
に
鷲
田
清
一
が

『
折
々
の
こ
と
ば
』
と
い
う
コ
ラ
ム
を
連
載

し
て
い
る
。
本
か
ら
の
引
用
が
多
い
の
だ

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
や
テ
レ
ビ

番
組
で
誰
か
が
話
し
て
い
た
内
容
な
ど
か

ら
引
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
言
葉
と
い
う

も
の
の
面
白
さ
と
奥
深
さ
を
味
わ
い
深

く
紹
介
し
て
い
て
、
毎
朝
楽
し
み
に
読
ん

で
い
る
。

先
日
、
私
が
歌
姫
と
仰
ぐ
中
島
み
ゆ
き

様
（
歌
姫
だ
か
ら
様
を
つ
け
な
い
と
い
け

な
い
の
で
あ
る
、
が
以
下
は
敬
称
略
）
の

言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歌

番
組
『Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
』の
中
で
語
っ
た
言
葉
で

あ
る
。

さ
す
が
、
中
島
み
ゆ
き
で
あ
る
。
「
時
代

の
半
歩
先
を
行
き
ま
す
」
な
ん
て
月
並
み

な
こ
と
は
言
わ
な
い
。
中
島
み
ゆ
き
の
歌

時
の
流
れ
が
ね
、
落
っ
こ
と
し
て

い
っ
た
も
の
を
一
番
後
ろ
か
ら
拾
い

な
が
ら
ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て
い
く
っ
て

い
う
の
が
、
私
に
は
合
っ
て
い
る
か

な
っ
て
思
う
ん
で
す
。
中
島
み
ゆ
き

「ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て
ニ
ー
ズ
を
拾
う
」

は
、
決
し
て｢

前
向
き｣

で
は
な
い
。
『
時

代
』
が
典
型
的
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

基
本
的
に
追
想
の
歌
で
あ
る
。
物
事
を
丁

寧
に
思
い
起
こ
し
、
そ
こ
に
と
て
も
深
い
意

味
を
見
い
だ
し
て
い
く
の
が
、
そ
の
歌
の

作
法
で
あ
り
、
魅
力
で
あ
る
。

現
代
人
は
誰
も
が
異
様
に
忙
し
く
立
ち

働
き
、
時
代
の
流
れ
は
人
々
を
軽
々
と
追

い
越
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
時
の
流
れ
の

中
で
、
誰
も
が
何
か
落
と
し
物
を
し
て
い

る
。
そ
れ
を
丁
寧
に
丁
寧
に
拾
い
集
め
、

言
葉
と
音
楽
で
見
事
に
再
構
成
し
て
い
る

の
が
中
島
み
ゆ
き
い
う
稀
代
の
歌
姫
な
の

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
こ
と
を
中
島
み
ゆ

き
は
、
一
番
後
ろ
か
ら
ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て

拾
っ
て
い
る
、
と
謙
虚
に
頼
り
な
さ
げ
に

言
う
。
で
も
、
こ
の
決
し
て
前
に
出
張
ら

な
い
姿
勢
に
こ
そ
、
中
島
み
ゆ
き
の
創
造

性
の
秘
密
が
あ
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
支
援
の
仕
事
も
、
中
島
み
ゆ

き
の
歌
作
り
と
同
じ
だ
と
思
う
。
支
援
者

は
、
利
用
者
の
後
ろ
を
ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て
、

ニ
ー
ズ
と
い
う
大
事
な
大
事
な
落
と
し
物

を
さ
り
げ
な
く
、
で
も
丁
寧
に
拾
っ
て
い

く
。
そ
れ
で
い
い
。
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
だ
。

『よし介工芸館・響き展』で機織り体験をしてきました


